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「生団連ニュースレター」は、国民の生活・生命を守るという使命を追求する生団連の

取り組みに関する最新情報を、日頃ご支援いただいている皆様にお伝えしています。

平成２６年３月号

国民生活産業・消費者団体連合会

ニュースレターニュースレターニュースレターニュースレター

【お問合せ先】

国民生活産業・消費者団体連合会 清水(栄)／宮田 ☎：03-3662-5240 ✉：jimu@seidanren.jp

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町3-6-2 小津本館ビル7階 URL：http://www.seidanren.jp/

生団連は清水信次会長(㈱ライフコーポレーション会長)の発案で設立、「国民の生活・生命を守る」ことを使命とする団体です。

会員は５００超の企業、業界団体、消費者団体から構成され、日本の直面する諸課題解決に向け生活者視点で取組んでいます。

生団連で実施した「食品廃棄削減に向けた消費者意識調査」の結果を発表生団連で実施した「食品廃棄削減に向けた消費者意識調査」の結果を発表生団連で実施した「食品廃棄削減に向けた消費者意識調査」の結果を発表生団連で実施した「食品廃棄削減に向けた消費者意識調査」の結果を発表

2月26日に開催された消費者庁主催の食品ロス削減に関する意見交換会に出席し、先般当連合会の食品

廃棄対策委員会において実施した「食品廃棄削減に向けた消費者意識調査」の結果を発表してまいりました。

会の前半では、当連合会の調査結果を含め農林水産省、長野県松本市、フードロス・チャレンジ・プロジェク

ト(事務局：博報堂)の取り組みが紹介されました。

農林水産省からは、食品ロス削減国民運動ロゴマーク「ろすのん」を活用したポスターやテーブルトップ(三

角柱)による食品ロス削減の呼びかけ運動が紹介され、松本市からは、食品ロスに関するパンフレットによる

普及啓発の効果について報告がありました。また、フードロス・チャレンジ・プロジェクトからは、フードロスが発

生する構造の分析や「サルパ！」と呼ばれる取り組みなどが紹介されました。

「サルパ！」とは・・・①自宅にあるフードロス予備軍の食材をみんなで持ち寄り ②シェフがその場でレシピを考

案し調理 ③出来上がった料理をみんなで美味しくいただくイベント

会の後半では、消費者庁より「食品ロス」の削減に向けた普及啓発方針(案)が発表されました。方針（案）の

概要につきましては右下図をご参照ください。

（※本意見交換会の議事録や各取り組みの詳細については、後日消費者庁のHPに掲載されます。）

▼消費者庁提案 食品ロス削減に向けた普及啓発方針（案）
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2月27日、憲政記念館にて国際経済研究所との共

催で定例勉強会を開催しました。今月は講師に衆議

院議員、結いの党代表の江田 憲司先生をお招きし、

「野党再編と日本の将来」というテーマでご講演をい

ただきました。

皆様ご存知の通り江田先生は通産省（現経産省）

のご出身で、通産大臣秘書官や総理大臣秘書官と

しての経験談も交えつつ、平成１４年の衆議院議員

初当選以来信念として掲げている「政界再編」にか

ける熱い思いを存分に語っていただきました。終始

にこやかな表情ながらも、「政治理念と基本政策の

一致が大切だ」と熱弁を振るわれていました。

江田 憲司 先生

食品廃棄削減に向けた消費者意識調査結果食品廃棄削減に向けた消費者意識調査結果食品廃棄削減に向けた消費者意識調査結果食品廃棄削減に向けた消費者意識調査結果

～～～～ ホームページにて公開中ホームページにて公開中ホームページにて公開中ホームページにて公開中 ～～～～

～～～～ 東日本大震災から東日本大震災から東日本大震災から東日本大震災から3333年年年年 ～～～～

会員の皆様の大震災への備え取組事例集を発行します会員の皆様の大震災への備え取組事例集を発行します会員の皆様の大震災への備え取組事例集を発行します会員の皆様の大震災への備え取組事例集を発行します

生団連では、災害対策委員会での討議内容に沿いまして、生活者視点で大震災への備え推進に

取り組んでいる会員の皆様の取り組みを集めた事例集制作を進めています。

昨年8月に実施した全会員様を対象としたアンケートでは、非常に多くの皆様にご回答ご協力を賜

りまして誠にありがとうございました。アンケートの回答結果を踏まえまして、現在、鋭意制作に取り

組んでいます。完成まで、楽しみにお待ちください。

また、会員の皆様の事例は常に受け付けておりますので、もし事例集に掲載ご協力いただける会

員企業・団体様いらっしゃいましたら、いつでも事務局までご連絡ください。

この調査結果は、前述の消費者庁「第3回食品ロス削減に関する意見交換会」でも発表しましたが、

ホームページでもその結果を公開しています。本調査の内容が食品廃棄削減のため、皆様に幅広

く活用されることを願っています。

生団連もこの調査結果を踏まえ、生活者への周知啓発活動を行ってまいります。生活者と事業者

が一体となってこの問題に取り組むことで、食品廃棄削減に対する生活者の意識を変え、行動の変

革に結び付けていきたいと考えます。

◆ホームページの閲覧方法

・活動報告（http://www.seidanren.jp/katsudou.html）

「食品廃棄問題への対応」－「食品廃棄削減に向けた消費者意識調査結果報告書」

◆本調査結果に関するお問合わせ先

国民生活産業・消費者団体連合会（生団連）事務局 担当：小川

TEL：03-3662-5240 FAX：03-3662-5285 E-mail：hiromu.ogawa@seidanren.jp

次回開催は３月２５日（火）を予定しております。

講師：古屋圭司先生（衆議院議員、国務大臣）


